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世
代
間
交
流
な
ど
工
夫
を
凝
ら
す

地
域
全
体
で
活
動
す
る
計
画
を

日山忠郎議員

企
業
誘
致 インフラ整備が不十分

本町の企業立地条件の実情は

　
質
問
　
少
子
化
や
核
家
族
化

が
進
行
す
る
中
、
地
域
全
体
で

子
供
を
温
か
く
見
守
り
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２

月
に
開
催
さ
れ
た
「
人
づ
く
り

町
づ
く
り
町
民
の
集
い
」
で
発

表
さ
れ
た
船
越
小
学
校
、
轟
木

小
学
校
の
取
り
組
み
の
よ
う

に
、
地
域
全
体
で
活
動
す
る
教

育
振
興
運
動
を
計
画
し
て
は
ど

う
か
。

　
松
尾
教
育
長
　
教
育
振
興
運

動
は
、
子
供
、
親
、
学
校
、
地

域
、
行
政
の
５
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
を
果
し
な
が
ら
、
互
い

に
協
力
し
て
地
域
の
教
育
課
題

の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
運
動

で
あ
り
、
各
実
践
区
で
は
、
世

代
間
交
流
、
郷
土
芸
能
伝
承
活

動
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
推
進
し
て
い
く
。

　
阿
部
中
央
公
民
館
長
　
現

在
、
教
育
振
興
運
動
を
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

は
、
大
浦
、
大
沢
、
轟
木
、
船

越
で
あ
る
。
年
度
当
初
に
は
各

地
区
の
年
間
計
画
が
示
さ
れ

る
。
地
域
全
体
で
取
り
組
む
方

向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
質
問
　
平
成
　
年
の
宮
古
公

１８

共
職
業
安
定
所
管
内
の
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
　
倍
で
、
全
国

６４

の
１
・
　
倍
と
比
較
し
て
も
非

０６

常
に
低
く
、
雇
用
の
改
善
傾
向

は
見
ら
れ
ず
、
地
域
間
格
差
も

拡
大
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
工
場
誘
致
条
例

を
改
正
し
、
企
業
立
地
補
助
制

度
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
企

業
誘
致
と
雇
用
の
場
の
拡
大
に

努
力
し
て
い
る
が
、
他
自
治
体

と
比
較
し
た
場
合
、
企
業
立
地

条
件
な
ど
の
実
情
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
沼
崎
町
長
　
本
町
の
誘
致
企

業
の
支
援
策
は
、
固
定
資
産
税

の
減
免
、
借
入
金
の
利
子
補

給
、
新
設
企
業
に
対
す
る
企
業

立
地
補
助
金
制
度
が
あ
る
。

　
有
利
な
点
は
、
新
設
時
の
認

定
基
準
で
あ
る
投
下
固
定
資
本

額
を
低
く
し
て
認
定
を
受
け
や

す
く
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
の
減
免
期
間
が
５

年
間
と
長
い
こ
と
で
あ
る
。

　
不
十
分
な
点
と
し
て
は
、
企

業
立
地
補
助
金
制
度
の
交
付
限

度
額
を
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で

３
億
円
と
し
て
い
る
中
、
本
町

で
は
１
億
円
と
し
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
工
業
用
地
の
状
況

と
し
て
、
未
造
成
部
分
が
多
く

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
幹
線
道
路
と

の
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分
な
こ
と

で
あ
る
。

町の考えを聞く

２月に行われた「人づくり町づくり町民の集い」
児童生徒が取り組んでいる福祉ボランティア活動の
内容が発表されました（轟木小学校の発表の様子）

教育振興運動


